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詳しくは、総務課 防災係にお問い合わせください。

定
さ
れ
ま
す
。
中
標
津
町
で
も
、
平
成
６
年
北

海
道
東
方
沖
地
震
で
、
停
電
・
断
水
な
ど
が
発

生
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
備
え
る
た
め
に
、
各

家
庭
で
最
低
３
日
間
過
ご
せ
る
だ
け
の
備
蓄
品

を
そ
ろ
え
ま
し
ょ
う
。

◦�

食
料
…
調
理
の
必
要
が
な
い
も
の
又
は

簡
単
な
も
の
を
中
心
に
備
蓄
（
水
や
お

湯
で
戻
る
ア
ル
フ
ァ
米
な
ど
）。

◦�

飲
料
水
…
１
人
１
日
２
～
３
㍑
を
目
安

に
備
蓄
（
生
活
用
水
は
別
に
必
要
）。

◦�

情
報
を
得
る
た
め
に
…
携
帯
ラ
ジ
オ
、

乾
電
池
タ
イ
プ
の
携
帯
電
話
充
電
器

◦�

停
電
・
断
水
等
に
備
え
て
…
懐
中
電
灯
、

簡
易
ト
イ
レ
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン

ロ
・
ボ
ン
ベ　
な
ど

◦�

そ
の
他
…
乾
電
池
、
運
動
靴　
な
ど

　
食
糧
備
蓄
は
、
定
期
的
に
食
べ
、
食
べ
た
分

を
買
い
足
し
て
い
く
回
転
備
蓄
（
ロ
ー
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
ク
法
）
と
呼
ば
れ
る
備
蓄
方
法
も
有
効

で
す
。
食
べ
な
が
ら
備
え
る
こ
と
で
、
比
較
的
、

消
費
期
限
の
短
い
レ
ト
ル
ト
・
缶
詰
食
品
で

あ
っ
て
も
備
蓄
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
（
は
じ

め
に
少
し
多
め
に
買
い
、
一
定
量
が
手
元
に
残

る
よ
う
食
べ
て
、
追
加
で
購
入
し
て
い
く
）。

　
備
蓄
は
避
難
を
せ
ず
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・
流

通
が
復
旧
す
る
ま
で
過
ご
す
た
め
の
も
の
で
す
。

避
難
す
る
場
合
は
、
備
蓄
品
の
一
部
を
持
っ
て

い
き
ま
す
。
非
常
用
持
出
品
と
し
て
、
あ
ら
か

じ
め
自
宅
だ
け
で
な
く
、
職
場
用
に
も
準
備
し
、

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
ま
と
め
て
お
く
と
便

利
で
す
。

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
配
信

　

町
で
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
取
得
し
、
平
時
か
ら
町
の

情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
閲
覧
の
み
で
あ

れ
ば
、
ア
カ
ウ
ン
ト
を
取
得
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
に
入
り
な
ど
へ
登
録

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◦
ツ
イ
ッ
タ
ー
（
ユ
ー
ザ
ー
名
）

　
　

@
nakashibetsu_t

◦
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（
ユ
ー
ザ
ー
名
）

　
　
中
標
津
町

③
ラ
ジ
オ
放
送

　

Ｆ
Ｍ
は
な
（
87.0�

MHz
）
へ

放
送
依
頼
を
行
い
ま
す
。

緊
急
時
に
は
役
場
庁
舎

に
設
置
し
た
機

器
を
使
い
、
直

接
ラ
ジ
オ
電
波

に
割
込
む
「
緊
急

割
込
放
送
」
を
実
施

し
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
で
緊
急
地
震
速
報
、
国
民
保
護
情

報
、
特
別
警
報
を
受
信
す
る
と
、
自
動
で
緊

急
割
込
放
送
が
行
わ
れ
ま
す
。

④
そ
の
他

　

町
Ｈ
Ｐ
や
広
報
車
に
よ
る
伝
達
の
他
、
避

難
が
必
要
な
場
合
は
、
テ
レ
ビ
局
へ
放
送
依
頼

を
行
い
ま
す
。

⑤
町
以
外
か
ら
の
情
報
配
信

◦�

北
海
道
防
災
情
報
の

メ
ー
ル
配
信
で
は
、
登

録
時
に
選
択
し
た
市

町
村
の
気
象
警
報
、
震

度
情
報
を
入
手
で
き

ま
す
。

　
通
信
途
絶
の
可
能
性
を
考
え
、
情
報
入
手
方

法
は
複
数
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　

役
場
、
中
標
津
小
学
校
、
中
標
津
町
交
流

セ
ン
タ
ー
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、
平
成
26

年
度
中
標
津
町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。
消
防
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
、
Ｆ
Ｍ
は
な
へ

の
緊
急
割
込
放
送
（
緊
急
地
震
速
報
）
が
訓

練
開
始
合
図
で
す
。
エ
リ
ア
メ
ー
ル
・
緊
急

速
報
メ
ー
ル
に
よ
る
避
難
勧
告
伝
達
も
行
い

ま
す
。

　

ヘ
リ
に
よ
る
重
傷
者
搬
送
、
自
衛

隊
に
よ
る
給
水
な
ど
も
実
施
し
ま

す
。
メ
イ
ン
会
場
が
避
難
場

所
か
に
関
ら
ず
、
シ
ェ
イ

ク
ア
ウ
ト
、
避
難
訓
練

な
ど
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
！��

訓
練
の
情
報
は
、

広
報
折
込
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

情
報
入
手
方
法

中
標
津
町
総
合
防
災
訓
練

10
月
４
日（
土
）13
時
実
施
！

　
地
震
発
生
後
は
、
停
電

の
発
生
や
電
話
回
線
の

混
雑
等
に
よ
り
、
情
報
が

入
手
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
町
の

情
報
配
信
方
法
や
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
情
報
を
受
信
す
る
の
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

①
メ
ー
ル
配
信

◦�

中
標
津
町
緊
急
情
報
メ
ー
ル
（
キ
キ
ボ
ウ
）

に
よ
り
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登
録
者
へ　

メ
ー
ル
配
信
し
ま
す
。

　
 kikibou@

nakashibetsu.jp
　

�
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
迷

惑
メ
ー
ル
対
策
で
受

信
を
制
限
し
て
い
る

場
合
は
、

　

�「nakashibetsu.jp
」

を
ド
メ
イ
ン
登
録
し
、

受
信
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◦��

エ
リ
ア
メ
ー
ル
・
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
配

信
し
ま
す
。

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
は
必
要
な
く
、
町

内
の
受
信
可
能
な
携
帯
電
話
へ
一
斉
配
信
し

ま
す
。

　

受
信
可
能
な
機
種
に
つ
い
て
は
、
各
携
帯

電
話
会
社
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
・
緊
急
速
報
メ
ー

ル
は
、
輻
輳
と
呼
ば
れ
る
、
回
線
の
混
雑
の

影
響
を
受
け
に
く
い
方
法
で
配
信
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
配
信
可
能
な
文
字
数
が
少
な
く
、

町
か
ら
は
避
難
に
関
す
る
情
報
な
ど
、
特
定

の
情
報
し
か
配
信
で
き
ま
せ
ん
。
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10月4日は
防災の日

　
近
年
の
地
震
で
は
、
負
傷
し
た
人
の
３
割
～

５
割
の
原
因
が
、
家
具
の
転
倒
や
落
下
に
よ
る

も
の
で
す
。「
怪
我
を
し
て
し
ま
う
・
避
難
路

が
塞
が
れ
て
し
ま
う
」
と
、
す
ぐ
に
避
難
が
で

き
ず
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
逃
げ
遅
れ
る

原
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
夜
に
地
震
が
起
き
、

メ
ガ
ネ
や
懐
中
電
灯
な
ど
が
家
具
の
下
敷
き
に

な
る
と
、
暗
闇
の
中
で
行
動
で
き
な
い
事
態
が

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
家
具
の
固
定
を
行

い
、
避
難
路
を
塞
が
な
い
よ
う
家
具
を
配
置
し

ま
し
ょ
う
。

　
建
物
の
倒
壊
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
建
物
の
耐
震
化
を
行
い
ま
し
ょ
う
。　

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
旧
耐
震
基
準
の

建
物
は
、
耐
震
性
が
不
足
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
住
宅
の
倒
壊
等
に
よ
る
被
害
を

軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
耐
震
改
修
工
事
」

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
補
助
金
は
上
限
30
万
円
で
す
。

★ 

補
助
の
条
件

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
も
の
が
対
象

①�

耐
震
改
修
工
事
を
行
お
う
と
す
る
者
が
自
ら

居
住
の
用
に
供
し
て
い
る
町
内
に
あ
る
既
存

住
宅
。�

②�

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
戸

建
て
、
長
屋
、
併
用
住
宅
（
居
住
の
用
に
供

す
る
部
分
の
床
面
積
が
延
べ
床
面
積
の
1/2
以

上
の
も
の
）。�

③�

耐
震
診
断
の
結
果
、
現
行
の
耐
震
関
係
規
定

と
同
程
度
の
性
能
を
満
た
さ
な
い
と
判
断
さ

れ
た
も
の
（
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
能

評
点
1.0
に
満
た
な
い
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
）。�

④�
既
存
住
宅
の
い
ず
れ
か
の
外
壁
の
中
心
線
か

ら
隣
地
境
界
又
は
道
路
境
界
ま
で
の
水
平
距

離
が
７
㍍
以
内
で
あ
る
こ
と
。�

⑤�

建
築
基
準
法
の
そ
の
他
関
係
法
令
に
明
ら
か

な
法
令
違
反
が
な
い
こ
と
。�

⑥�

過
去
に
町
の
こ
の
要
綱
に
基
づ
く
補
助
金
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

⑦�

町
の
税
や
公
共
料
金
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と
。

　平成６年10月４日に発生した北海道東方沖地震で、中標津町も
大きな被害を受けました。このことを教訓に、いつ発生するかわか
らない災害に備え、10月４日に防災啓発活動を実施しています。

家
具
の
固
定

備
蓄
品

地
震
時
の
安
全
確
保

家
屋
の
耐
震
化

じゃがいもずきん
「ききぼう」くん

出展：内閣府発行　「減災の手引き」※単独での使用は効果が低い。組み合わせて対策しよう

　
揺
れ
を
感
じ
た
り
、
緊
急
地
震
速
報
を
見
聞

き
し
た
り
し
た
と
き
は
、
身
を
守
る
こ
と
を
最

優
先
に
行
動
し
ま
す
。

　

大
き
な
地
震
の
場
合
、

立
ち
上
が
る
と
転
倒
の
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
姿

勢
を
低
く
し
、
揺
れ
が
収

ま
る
ま
で
机
の
下
な
ど
に

潜
り
、
腕
で
頭
や
首
を
守

り
ま
し
ょ
う
。
家
具
の
転

倒
を
防
ご
う
と
し
て
怪
我

を
す
る
人
も
い
ま
す
の
で
、
地
震
が
起
き
る
前

に
家
具
の
固
定
、
住
宅
の
耐
震
化
を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

　
車
の
運
転
中
で
あ
れ
ば
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ

を
点
灯
し
、
緩
や
か
に
速
度
を
落
と
し
て
道
路

左
側
に
停
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
緊
急
地
震
速
報
は
、
震
度
５
弱
以
上
の
揺
れ

が
予
想
さ
れ
た
時
に
、
震
度
４
以
上
の
揺
れ
が

想
定
さ
れ
る
地
域
（
中
標
津
町
は
根
室
地
方
北

部
）
に
発
表
さ
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
や

携
帯
電
話
な
ど
で
緊
急
地
震
速
報
が
配
信
さ
れ

ま
す
が
、
震
源
地
に
近
い
場
合
な
ど
、
揺
れ
が

来
る
ま
で
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
事
前
の
対
策
と
地
震
発
生
時
に
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
で
、で
き
る
だ
け
怪
我
を
せ
ず
、家・

家
具
な
ど
の
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
地
震
発
生
後
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
電
気
や

水
道
な
ど
）
の
途
絶
、
流
通
が
滞
る
事
態
が
想

中標津町
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